
 

女子生徒の進学を阻む要因は？ 

～ 保護者の男女平等度や性役割態度、理系分野に対する 

イメージ分析から見えるもの ～ 
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進学が少ない根本的な理由として、２つの点に注目をしました。ひ

とつは生徒の大学進学に際し影響が大きい保護者が持つ男女平等度と性役割態度が、理系・文

系の大学進学へ賛成または反対する際に、どのように影響する可能性があるかという点です。こ

れを測定するため「平等主義的性役割態度スケール短縮版（SESRA-S）」を用いました。また、理

系の中でも分野によって賛成・反対する理由は異なるであろうことから、その理由について調査を

行いました。その結果、SESRA-S のスコアの高く平等度の高い保護者ほど、理系・文系を問わず、

どの分野であっても女子生徒の大学進学を支援する一方、スコアの低い保護者ほど、どの分野

の進学にも否定的であり、女子生徒は進学全般について支援を得にくいことが示唆されました。

また、多くの保護者が理系分野への進学に賛成する理由として「就職に困らないから」を挙げた一

方、少数ながら理系分野の進学に反対する保護者は理系分野間で異なる否定的なイメージを持

つことが示唆されました。これらの保護者の影響は理系女子が少ない理由を説明する一部では

ありますが、性役割態度の強弱や理系分野間での反対理由の違いに着目した研究は新しく、本

研究の結果から、保護者の性役割態度の強さや理系への分野間で異なる否定的イメージが、女

子生徒の進学の障壁になる可能性が示されました。 

本成果は、科学教育の国際的学術誌である International Journal of Science Education のオン

ライン版に 2019 年 10 月 17 日付 （日本時間午前 0 時） で公開しました。 
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